
社員がイキイキと喜んで働く「ホ
ワイト企業」。そんな会社をつく
るためには、経営者は何をすべき
か――。ホワイト企業大賞企画
委員長を務める天外伺朗氏が、
社員の働きがいを重視するホワイ
ト企業への道について語る。

ホワイト企業
への道4

経
営
学
百
年
ぶ
り
の

大
転
換

部
品
」
と
い
う
概
念
と
出
会
う
こ
と
に
よ

り
、
産
業
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。

　

か
く
し
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ

て
流
れ
て
く
る
半
完
成
品
を
、
ず
ら
り
と

並
ん
だ
作
業
員
が
少
し
ず
つ
組
み
立
て
て

い
く
と
い
う
「
ラ
イ
ン
生
産
方
式
」
が
確

立
し
、
世
界
は
「
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
大
量
生
産
の
時
代
に
入
っ
た
。

以
降
、
最
近
ま
で
世
界
中
の
工
場
は
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
が
主
流
だ
っ
た
。

　

作
業
は
単
純
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
効

率
が
上
が
る
。
作
業
員
は
何
も
考
え
ず
に

機
械
的
に
手
を
動
か
す
。
ま
た
、
標
準
的

な
習
熟
曲
線
に
し
た
が
っ
て
、
毎
日
少
し

ず
つ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
上

が
っ
て
い
く
。

　

確
か
に
飛
躍
的
に
生
産
効
率
は
上
が
っ

た
の
だ
が
、
創
意
工
夫
の
余
地
の
な
い
単

純
作
業
を
、
朝
か
ら
晩
ま
で
限
界
に
近
い

ス
ピ
ー
ド
で
繰
り
返
す
こ
と
は
非
人
間
的

だ
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
映
画
『
モ
ダ
ン
・

タ
イ
ム
ス
』
で
、
そ
の
様
子
を
面
白
お
か

し
く
表
現
し
た
。

　

テ
イ
ラ
ー
が
経
営
学
の
父
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
彼
の
思
想
は
そ
の
後
、
企
業
の

あ
ら
ゆ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
導
入
さ
れ

　

本
稿
で
は
、
生
産
方
式
の
進
化
の
歴
史

を
紐ひ

も

解
く
こ
と
で
、
時
代
が
「
人
間
性
経

営
学
」
を
求
め
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
い
。
前
回
の
記
事
で
書
い
た
Ｆ
・
Ｗ
・

テ
イ
ラ
ー
の
「
科
学
的
工
程
管
理
」
は
、

部
品
ご
と
に
仕
様
書
を
作
り
、
全
品
検
査

す
る
こ
と
で
互
換
性
を
保
証
す
る
「
標
準

昭和17年（1942年）、兵庫県生
まれ。本名：土井利忠。元ソニー
㈱上席常務。工学博士。ソニー
勤務時代には、CDや犬型ロボッ
トAIBOなどの開発を主導した。
平成18年に同社を退職後、新企
業経営論「人間性経営学」を樹
立し、天外塾を主宰する。ホロト
ロピック・ネットワーク代表。ホワイ
ト企業大賞企画委員長。

天
外
塾
主
宰

天て

ん

外げ

伺し

朗ろ

う

人
間
性
を
否
定
し
て
き
た

経
営
学
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ぜ
生
産
効
率
が
高
い
の
か
？

　

そ
れ
は
、
作
業
員
を
徹
底
的
に
信
頼
す

る
か
ら
だ
。「
創
意
工
夫
を
重
ね
、
常
に

生
産
効
率
の
向
上
に
努
力
し
て
く
れ
る
と

い
う
信
頼
」「
部
品
の
欠
陥
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
製
造
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
的
確
に
対
処

し
て
く
れ
る
と
い
う
信
頼
」「
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
委ゆ

だ

ね
て
も
、

ち
ゃ
ん
と
自
己
管
理
し
て
く
れ
る
と
い
う

信
頼
」。
人
は
信
頼
さ
れ
、
創
意
工
夫
が

生
き
る
と
「
や
る
気
」「
働
き
が
い
」
が

出
て
、
効
率
が
上
が
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
ラ
イ
ン
生
産
方
式
」

は
、
作
業
員
を
一
切
信
頼
し
て
い
な
い
。

作
業
手
順
も
ト
ラ
ブ
ル
処
理
も
、
す
べ
て

上
長
が
管
理
し
、
作
業
員
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

よ
う
な
単
純
作
業
し
か
許
さ
れ
な
い
。

 

「
セ
ル
生
産
方
式
」
の
普
及
は
、
単
な
る

生
産
革
新
で
は
な
く
、
百
年
間
続
い
た

「
不
信
頼
」
を
ベ
ー
ス
と
し
「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
」
の
温
床
と
な
っ
た
「
合
理
主
義
経

営
学
」
が
そ
の
役
割
を
終
え
、「
信
頼
」

を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
ホ
ワ
イ
ト
企
業
」
の

経
営
観
で
あ
る
「
人
間
性
経
営
学
」
へ
、

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

て
い
っ
た
。
基
本
的
に
は
「
職
務
分
析
」

と
「
分
業
化
」
に
よ
り
合
理
的
に
効
率
化

を
図
る
と
い
う
方
法
論
だ
。

　

過
去
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
経
営
学
は

企
業
の
進
化
・
発
展
を
支
え
て
き
た
が
、

無
味
乾
燥
な
合
理
性
の
追
求
は
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
の
温
床
に
な
り
、
人
間
性
に
欠

け
る
傾
向
が
あ
る
。

　

ご
く
最
近
、
テ
イ
ラ
ー
の
「
科
学
的
工

程
管
理
」
が
百
年
ぶ
り
に
覆

く
つ
が
え

っ
た
。
大

量
生
産
時
代
を
支
え
た
「
ラ
イ
ン
生
産

方
式
」
に
代
わ
っ
て
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
性

に
応
え
る
、
多
品
種
少
量
生
産
に
適
し

た
「
セ
ル
生
産
方
式
」
が
普
及
し
て
き
た

の
だ
。

 

「
セ
ル
生
産
方
式
」
は
、
一
人
か
ら
数
人

の
作
業
員
が
一
つ
の
製
品
を
最
初
か
ら
最

後
ま
で
組
み
立
て
、
最
終
検
査
ま
で
行
う

方
法
だ
。
一
見
す
る
と
原
初
的
な
生
産
に

似に

て
い
る
が
、
そ
の
後
発
達
し
た
グ
ル
ー

プ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の

で
「
ラ
イ
ン
生
産
方
式
」
よ
り
は
る
か
に

生
産
効
率
は
上
が
る
。

 

「
セ
ル
生
産
方
式
」
は
、
平
成
四
年
に

ソ
ニ
ー
の
美
濃
加
茂
工
場
か
ら
始
ま
っ

た
。
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
指
導
し
て
お
ら

れ
た
山や

ま

田だ

日ひ

登と

志し

さ
ん
が
編
み
出
し
た
方

法
論
だ
。
当
時
ソ
ニ
ー
の
役
員
だ
っ
た
私

は
、
工
場
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
が
次
々
に

消
え
、
人
が
減
り
、
ス
ペ
ー
ス
が
減
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
量
が
圧
倒
的
に
上

が
っ
て
い
く
の
を
、
あ
っ
け
に
取
ら
れ
て

見
て
い
た
。「
セ
ル
生
産
方
式
」
は
、
な

人
を
信
頼
す
る

「
セ
ル
生
産
方
式
」
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